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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
弁
正
論
』
に
つ
い
て藤

原

　

智

一
　
は
じ
め
に

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
が
主
著
『
教
行

信
証
』
に
引
用
し
た
法
琳
（
五
七
二
―
六
四
〇
）『
弁
正
論
』（
貞
観
九
―

十
年
〔
六
三
五
―
六
三
六
〕
頃
）
の
底
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
（
藤
原

二
〇
一
七
）。
そ
こ
で
、
中
世
に
書
写
さ
れ
た
古
写
本
と
し
て
七
寺
（
安

元
三
年
〔
一
一
七
七
〕）、
興
聖
寺
（
貞
応
三
年
〔
一
二
二
四
〕）、
金
剛
寺

（
嘉
禎
三
年
〔
一
二
三
七
〕）
の
一
切
経
、
お
よ
び
当
時
大
陸
か
ら
輸
入
さ

れ
た
版
本
と
の
関
連
と
し
て
高
麗
初
彫
版
、
高
麗
再
彫
版
、
金
版
、
福

州
開
元
寺
版
、
磧
砂
版
の
大
蔵
経
、
そ
し
て
上
記
そ
れ
ぞ
れ
の
一
切
経

中
の
道
宣
（
五
九
六
―
六
六
七
）『
廣
弘
明
集
』（
麟
徳
元
年
〔
六
六
四
〕）
に

孫
引
き
さ
れ
た
『
弁
正
論
』、
こ
れ
ら
の
十
数
種
の
親
鸞
引
用
箇
所
の

本
文
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
七
寺
本
、
興
聖
寺

本
、
金
剛
寺
本
の
『
弁
正
論
』
は
、
版
本
と
は
異
な
る
系
統
の
一
群
で

あ
り
（
以
下
、
古
写
経
系
）、
親
鸞
の
引
用
も
こ
の
系
統
で
あ
る
。
た
だ

し
、
興
聖
寺
本
に
は
開
宝
蔵
か
ら
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
多
く

あ
り
、
親
鸞
の
引
用
に
も
僅
か
だ
が
宋
版
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

『
弁
正
論
』
の
日
本
に
お
け
る
最
も
古
い
記
録
は
、『
正
倉
院
文
書
』

の
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
六
月
七
日
の
書
写
記
録
に
あ
る
「
弁
正
論

八
巻
）
1
（

」
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
そ
の
後
二
度
の
書
写
記
録
が
あ
る
。
こ

の
奈
良
写
経
の
伝
播
と
し
て
上
記
古
写
経
系
諸
本
が
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
正
倉
院
聖
語
蔵
に
『
弁
正
論
』
は
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
証
は
で
き
な
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、『
弁
正
論
』
が
日
本
に
請
来
さ

れ
た
記
録
と
し
て
、
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
が
大
同
元
年
（
八
〇
六
）

十
月
二
十
二
日
に
上
程
し
た
『
御
請
来
目
録
』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
弁
正
理
論
一
部
、
八
巻
、
法
琳
師
撰
）
2
（

」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
空

海
請
来
本
は
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
は
『
弁
正
論
』
の
古
写
本
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
本
稿
で
は
こ
の
高
野
山
大
学
本
を
紹
介
し
、
空
海
請

来
本
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
　
高
野
山
大
学
本
の
書
誌
情
報

高
野
山
大
学
本
は
、
金
剛
三
昧
院
か
ら
の
寄
託
と
し
て
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
各
巻
冒
頭
辺
り
に
金
剛
三
昧
院
の
押
印
が
あ
る
（
巻
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第
六
を
除
く
）。
全
八
巻
の
内
、
巻
第
一
、
第
四
、
第
六
、
第
七
、
第
八

が
現
存
し
て
い
る
。
装
丁
は
粘
葉
装
冊
子
体
で
、
両
面
書
写
さ
れ
て
い

る
。
管
見
の
限
り
、
現
存
す
る
十
三
世
紀
頃
ま
で
の
『
弁
正
論
』
は
全

て
一
切
経
の
一
部
と
し
て
存
在
し
、
巻
子
本
も
し
く
は
折
本
で
あ
る
。

こ
の
装
丁
の
違
い
を
重
視
す
れ
ば
、
こ
の
古
写
本
の
底
本
が
も
と
も
と

単
行
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
縦
は
二
四
・

二
糎
。
横
は
一
五
・
五
糎
。
天
界
〇
・
九
糎
。
地
界
〇
・
九
糎
。
界
高

二
二
・
四
糎
。
界
幅
一
・
八
糎
。
一
頁
八
行
。
一
行
の
文
字
数
は
十
七

〜
二
十
文
字
程
度
と
一
定
し
な
い
。
糊
代
部
分
に
丁
数
が
記
さ
れ
て
い

る
。
折
り
目
の
上
下
に
は
補
強
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
為
に
見
え
な
く

な
っ
て
い
る
文
字
が
あ
る
。
な
お
、
巻
第
四
の
押
印
は
、
こ
の
補
強
の

上
か
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
第
七
に
紙
の
端
に
書
か
れ
た
文
字
が

切
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
書
写
の
後
に
形
を
整
え
る
た
め
か
、
裁
断

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
巻
外
題
に
は
「
辨
正
論
巻
〇
」
と
あ
り
、
表

紙
は
後
か
ら
付
け
直
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
本
文
は
、
途
中
で
明
ら

か
な
字
体
の
変
化
が
あ
り
、
複
数
人
の
分
担
で
書
写
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
巻
第
四
以
外
に
は
奥
書
が
あ
り
、
奥
書
は
全
て
同
一
の
筆
跡
と
考

え
ら
れ
る
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
（
□
は
判
別
不
能
、
／
は
改
行
）。
巻
第

一
「
弘
長
元
年
十
一
月
十
一
日
於
高
野
山
東
別
所
東
禅
院
南
／
坊
校
合

了
是
覚
生
房　

一
帖
助
成
誂
他
人
／
令
書
写
但
料
紙
不
足
之
間
半
丁
書

貽
返
送
之
間
交
／
悪
筆
書
続
奥
文
而
已
／
小
野
末
塵
南
山
隠
士
（
花

押
）」。
巻
第
六
「
弘
長
元
年
〈
辛
酉
〉
十
一
月
二
日
於
高
野
山
東
禅
院

南
坊
挑
貧
侶
之
□
終
／
疎
略
之
一
校
是
蓮
華
谷
邊
人
勝
円
房　

結
縁
助

成
之
分
而
已
／
小
野
末
葉
厳
杲
」。
巻
第
七
「
弘
長
元
年
〈
辛
酉
〉

十
一
月
四
日
酉
刻
於
高
野
山
東
禅
院
南
坊
乎
／
校
合
了
是
／
小
野
末
葉

権
少
僧
都
（
花
押
）」。
巻
第
八
「
弘
長
元
年
〈
辛
酉
〉
十
一
月
廿
日
酉

刻
於
高
野
山
東
禅
院
／
乎
校
合
了
是
／
小
野
末
葉
（
花
押
）」。
こ
れ
に

依
る
と
、
こ
の
古
写
本
が
校
合
さ
れ
た
の
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）

十
一
月
ご
ろ
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
高
野
山
東
禅
院
の
南
坊
で
あ
る
。

な
お
現
在
、
東
禅
院
は
残
っ
て
い
な
い
。
校
合
を
行
っ
た
の
は
小
野
流

で
権
小
僧
都
で
あ
っ
た
厳
杲
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
小
野
随
心
院
流
に

流
祖
増
俊
―
顕
厳
―
親
厳
―
宣
厳
―
厳
杲
と
い
う
系
譜
が
あ
る
）
4
（

。
こ
の

厳
杲
の
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
宣
厳
は
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
没

し
て
お
り
、
年
代
的
に
は
合
致
す
る
）
5
（

。
巻
第
一
の
「
覚
生
房
」、
巻
第

六
の
「
勝
円
房
」
は
書
写
に
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
巻
第
一
の

奥
書
後
半
の
文
章
は
、
巻
第
一
の
本
文
末
尾
十
六
行
が
明
ら
か
に
別
筆

で
あ
り
、
そ
の
事
情
を
指
す
と
見
え
、
書
写
と
校
合
は
同
時
期
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
書
写
の
経
緯
は
不
明
。
巻
第
四
、
第
六
、
第
八
に
は
巻
末

に
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
音
釈
が
あ
り
、
こ
れ
は
後
述
す
る
。

こ
の
古
写
本
五
冊
は
薄
い
包
紙
に
覆
わ
れ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
包

紙
の
表
に
は
「
辨
正
論
第
六
―
一
―
四
―
七
―
八
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
裏
に
は
不
空
（
七
〇
五
―
七
七
四
）
訳
『
穰
麌
梨
童
女
経
』
の
経

文
）
6
（

や
、「
口
云
」
と
し
て
い
く
つ
か
の
文
章
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
穰
麌
梨
童
女
経
』
と
『
弁
正
論
』
と
の
直
接
的
連
関
は
見
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当
た
ら
ず
）
7
（

、
反
故
紙
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　『
弁
正
論
』
の
構
成

高
野
山
大
学
本
の
特
徴
に
つ
い
て
、
本
文
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、『
弁
正
論
』
は
版
に
よ
っ
て
構
成
が
異
な
る
。
具
体
的
に
は

『
弁
正
論
』
は
八
巻
十
二
篇
か
ら
な
る
。
古
写
経
系
と
高
麗
版
は
巻
第

六
に
「
十
喩
篇
第
五
」「
九
箴
篇
第
六
」「
気
為
道
本
篇
第
七
」
の
三
篇

を
収
め
て
お
り
、
こ
れ
が
本
来
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
福
州
開
元
寺
版
で

は
、
こ
の
「
十
喩
篇
第
五
」
の
前
半
部
分
が
巻
第
五
に
移
さ
れ
て
い

る
。
思
渓
版
以
降
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
「
気
為
道
本
篇
第
七
」
が
巻

第
七
に
移
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
高
野
山
大
学
本
で
確
認

す
る
と
、
古
写
経
系
や
高
麗
版
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。

次
に
古
写
経
系
と
、
版
本
系
（
高
麗
初
彫
版
、
福
州
開
元
寺
版
、
思
渓

版
）
と
の
大
き
な
構
成
の
異
な
り
を
見
た
い
。
そ
れ
が
巻
第
四
の
「
十

代
奉
仏
篇
下
」
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
、
中
国
に
お
い
て
仏
教
を
尊
崇
し

た
人
物
の
事
蹟
を
時
代
ご
と
に
列
挙
す
る
。
こ
の
篇
で
の
相
違
点
と
し

て
、
大
き
く
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
版
本
系
で
は

「
十
代
奉
仏
篇
下
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
名
が
、
巻
の
冒
頭
に
目

次
と
し
て
抄
録
・
列
挙
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
目
次
部
分
は
膨

大
な
分
量
が
あ
る
が
、
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
に
は
存
在
し
な
い
。
な
お

興
聖
寺
本
に
は
存
在
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
列
挙
さ
れ
る
人
物
の
登

場
順
序
が
、
版
本
系
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
七
寺
本
・
金
剛
寺
本
は
一

致
し
て
版
本
系
と
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
興
聖
寺

本
は
多
少
の
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、「
斉
侍
中
秦
王
高
彦
帰
」（
大
正

五
二
―
五
一
六
上
）
ま
で
は
古
写
経
系
の
配
列
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
版
本

系
の
配
列
に
切
り
替
わ
る
。
こ
の
二
点
を
高
野
山
大
学
本
で
確
認
す
る

と
、
共
に
古
写
経
系
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
高
野
山
大
学
本
は
全
体

の
構
成
か
ら
す
る
と
古
写
経
系
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
第
二
点
目
に
つ
い
て
、
慧
琳
（
七
三
七
―
八
二
〇
）『
一
切

経
音
義
』（
元
和
二
年
〔
八
〇
七
〕、
以
下
『
慧
琳
音
義
』）
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
『
慧
琳
音
義
』
に
は
『
弁
正
論
』
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
く
つ
か

の
語
句
の
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、『
弁
正
論
』
巻
第
四
か

ら
取
り
上
げ
る
語
句
の
掲
出
順
序
で
あ
り
、
そ
れ
が
版
本
系
本
文
で
の

登
場
順
序
と
異
な
る
の
で
あ
る
）
8
（

。
け
れ
ど
も
古
写
経
系
本
文
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、『
慧
琳
音
義
』
の
掲
出
順
序
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
第

一
点
目
に
関
連
し
て
、
版
本
に
存
在
す
る
巻
冒
頭
の
目
次
部
分
の
語
句

を
『
慧
琳
音
義
』
は
一
切
採
用
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
目
次
部
分
が
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
慧
琳
が
参
照
し
た
、
換

言
す
れ
ば
空
海
が
入
唐
し
た
西
暦
八
百
年
頃
の
唐
に
は
古
写
経
系
と
同

様
の
構
成
の
『
弁
正
論
』
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
示
す
る
。

な
お
上
記
二
点
は
、
興
聖
寺
本
の
例
か
ら
、
現
存
し
て
い
な
い
も
の

の
開
宝
蔵
（
開
宝
五
年
〔
九
七
二
〕―
太
平
興
国
二
年
〔
九
七
七
〕
頃
開
版
）
9
（

）

に
想
定
さ
れ
る
。『
慧
琳
音
義
』
か
ら
開
宝
蔵
に
至
る
何
ら
か
の
段
階

で
、
本
文
が
大
幅
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
　
音
釈
に
つ
い
て
の
検
討

次
に
高
野
山
大
学
本
に
特
殊
な
点
を
考
え
た
い
。
そ
れ
が
、
巻
第

四
、
第
六
、
第
八
の
巻
末
附
載
音
釈
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
古
写
経
系

や
高
麗
版
の
『
弁
正
論
』
に
音
釈
は
な
い
。
音
釈
が
存
在
す
る
の
は
福

州
版
、
思
渓
版
か
ら
で
あ
る
。
福
州
開
元
寺
版
『
弁
正
論
』（
紹
興
二
十

年
〔
一
一
五
〇
〕）
の
音
釈
を
見
る
と
、
そ
の
巻
の
分
け
方
は
先
に
見
た

古
写
経
系
や
高
麗
版
と
同
様
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
よ
り
先
の
成
立
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
こ
の
音
釈
を
見
る
と
、
巻
第
四

に
お
い
て
語
句
の
重
複
が
散
見
さ
れ
る
。
福
州
版
一
切
経
附
載
音
釈
の

研
究
を
行
っ
た
山
田
二
〇
〇
九
は
「
巻
内
で
重
複
字
が
掲
出
さ
れ
た
例

を
見
な
い
」
と
報
告
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
と
こ
の
音
釈
は
異
様

で
あ
る
。
そ
こ
で
重
複
の
特
徴
を
見
る
と
、
先
に
指
摘
し
た
巻
冒
頭
の

目
次
部
分
の
語
句
に
対
す
る
音
釈
で
、
総
数
三
十
七
の
う
ち
二
十
と
頻

繁
に
起
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
古
写
経

系
で
は
目
次
部
分
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
目
次

部
分
を
も
た
な
い
本
文
に
対
し
音
釈
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
目
次

が
作
成
さ
れ
る
と
共
に
音
釈
も
写
し
取
ら
れ
た
た
め
、
重
複
が
起
こ
っ

た
。
重
複
し
な
い
語
句
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
音
釈
を
削
除
し
た
か
、

目
次
作
成
以
後
に
追
加
さ
れ
た
音
釈
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、
福
州
開
元
寺
版
音
釈
の
起
源
と

し
て
、
開
宝
蔵
以
前
、
目
次
を
も
た
な
い
状
態
の
『
弁
正
論
』
本
文
に

対
す
る
何
ら
か
の
音
釈
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
『
慧
琳
音

義
』
が
あ
る
が
）
10
（

、
そ
の
他
と
し
て
、
高
野
山
大
学
本
の
巻
末
附
載
音
釈

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
音
釈
は
一
文
字
ず
つ
、「
音
○
」
も
し
く
は

「
〇
〇
反
」
と
い
う
形
で
、
音
情
報
に
限
定
し
て
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ

と
同
様
の
音
釈
の
形
式
と
し
て
は
、
山
田
二
〇
〇
五
が
紹
介
す
る
延
暦

十
七
年
（
七
九
八
）
の
奥
書
を
持
つ
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
第
一
が
あ

り
、
八
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
上
で
、
こ
の
高
野
山
大
学
本
音
釈
と
福
州
開
元
寺
版
音
釈
を
比

較
し
た
い
。
高
野
山
大
学
本
音
釈
に
掲
出
さ
れ
る
文
字
数
は
一
四
三

（
巻
第
四
は
六
七
、
第
六
は
六
一
、
第
八
は
十
五
）、
そ
の
う
ち
福
州
版
音
釈

と
の
重
複
は
、
判
断
に
迷
い
も
あ
る
が
お
よ
そ
一
一
八
（
同
様
に
五
一
、

五
二
、
十
五
）
で
あ
り
、
八
割
以
上
の
高
い
割
合
で
重
複
す
る
。
そ
の

中
で
も
、
巻
第
四
の
「
鷙
〈
音
至
〉」
や
巻
第
六
の
「
謐
〈
音
密
〉」
な

ど
は
、
音
釈
の
内
容
自
体
も
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
れ
は
両
音
釈
の
何

ら
か
の
連
関
、
具
体
的
に
は
高
野
山
大
学
本
音
釈
に
類
す
る
も
の
を
増

補
・
改
訂
し
て
福
州
版
音
釈
が
で
き
た
、
と
想
定
で
き
る
。
要
す
る

に
、
高
野
山
大
学
本
音
釈
は
福
州
版
音
釈
の
原
型
の
一
つ
で
あ
り
、
日

本
で
は
な
く
唐
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
他
の
古
写
経
系
諸
本
に
音
釈
が
あ
る
例
を
見
な
い
と
い
う

疑
問
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
古
写
経
系
の
元
と
考
え
ら
れ
る
正
倉
院
本

で
の
音
釈
の
有
無
と
い
う
問
題
を
惹
起
す
る
。
も
し
そ
こ
に
な
け
れ

ば
、
高
野
山
大
学
本
の
由
来
は
正
倉
院
で
な
く
、
空
海
請
来
本
が
ま
ず
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想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
資
料
の
制
約
上
不
明
で
あ
る
。

五
　『
弁
正
論
』
諸
本
の
本
文
比
較

最
後
に
、
高
野
山
大
学
本
が
正
倉
院
に
由
来
す
る
の
か
否
か
の
検
討

の
た
め
、
諸
本
間
の
本
文
の
異
同
を
検
討
し
た
い
。
筆
者
は
既
に
『
弁

正
論
』
諸
本
、
お
よ
び
『
廣
弘
明
集
』
所
収
『
弁
正
論
』
に
つ
い
て
、

親
鸞
の
『
弁
正
論
』
引
用
箇
所
約
二
八
〇
〇
文
字
に
つ
い
て
異
同
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
大
ま
か
に
は
古
写
経
系
と
版
本
系
と
『
廣
弘

明
集
』
系
と
の
三
系
統
に
分
類
で
き
、『
教
行
信
証
』
は
古
写
経
系
に

含
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
弁
正
論
』
全
体
か
ら
す
る
と
限
定

的
だ
が
、
そ
の
検
討
結
果
と
高
野
山
大
学
本
と
の
比
較
を
行
う
。

高
野
山
大
学
本
は
全
体
の
構
成
か
ら
は
古
写
経
系
と
指
摘
で
き
る
の

で
あ
り
、
本
文
の
検
討
で
も
古
写
経
系
に
特
有
の
文
字
を
多
く
共
有
し

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
し
ば
し
ば
版
本
系
の
文
字
が
検
出
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
根
本
の
正
倉
院
で
の
書
写
に
際
し
て
の
誤

写
に
起
因
す
る
と
考
え
れ
ば
、
高
野
山
大
学
本
が
正
倉
院
に
由
来
す
る

か
ど
う
か
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
現
存
し
な
い
正
倉

院
本
の
本
文
は
不
明
で
あ
る
が
、
古
写
経
系
と
版
本
系
が
同
一
の
記
述

で
あ
っ
た
場
合
、
正
倉
院
本
も
同
様
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
中

で
、『
廣
弘
明
集
』
だ
け
が
異
な
る
記
述
を
す
る
箇
所
が
あ
り
、
さ
ら

に
僅
か
で
あ
る
が
高
野
山
大
学
本
が
そ
の
『
廣
弘
明
集
』
の
記
述
を
共

有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
弁
正
論
』
で
の
「
李
母
」（
大

正
五
二
―
五
二
五
上
）
を
、『
廣
弘
明
集
』
は
「
理
母
」（
大
正
五
二
―

一
七
六
上
）
と
記
す
。
ま
た
古
写
経
系
が
「
餘
善
」、
高
麗
版
や
開
元
寺

版
が
「
餘
諸
善
」（
大
正
五
二
―
五
四
九
下
）
と
記
す
所
を
、『
廣
弘
明
集
』

は
「
餘
諸
信
」（
大
正
五
二
―
一
一
二
中
）
と
記
す
）
11
（

。
こ
の
二
箇
所
を
高
野

山
大
学
本
は
『
廣
弘
明
集
』
と
同
様
に
記
す
。
僅
か
な
記
述
で
あ
る

が
、
古
写
経
系
と
も
版
本
系
と
も
異
な
る
『
廣
弘
明
集
』
と
の
共
有

は
、
も
ち
ろ
ん
後
代
の
校
合
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
高
野
山
大
学
本
が

正
倉
院
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
可
能
性
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
箇
所
だ
が
『
教
行
信
証
』
と
高
野
山
大
学
本
だ
け
が
一
致

す
る
文
字
が
検
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
「
免
縛
隠
形
」（
大
正
五
二
―

五
二
六
上
）
が
「
免
縛
形
」（
定
親
全
一
―
三
六
五
）
に
、
も
う
一
つ
は
「
天

上
地
下
」（
大
正
五
二
―
五
二
七
下
）
が
「
天
上
天
下
」（
定
親
全
一
―
三
六
七
）

に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
何
ら

か
の
影
響
関
係
も
否
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
　
ま
と
め

本
稿
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
『
弁
正
論
』
の
古
写

本
に
つ
い
て
、
空
海
請
来
本
を
伝
え
る
可
能
性
を
検
討
し
た
。
そ
の
指

摘
は
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
①
こ
の
写
本
が
中
世
の
高
野

山
で
書
写
・
校
合
さ
れ
て
い
る
点
。
②
装
丁
は
粘
葉
装
で
あ
り
、
一
切

経
書
写
の
形
式
で
は
な
く
、
単
行
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
。

③
全
体
の
構
成
が
開
宝
蔵
以
降
の
版
本
系
で
は
な
く
、
古
写
経
系
と
同
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じ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
構
成
は
空
海
入
唐
と
同
時
代
の
『
慧
琳
音

義
』
に
も
見
出
せ
る
点
。
④
他
の
古
写
経
系
に
は
見
ら
れ
な
い
音
釈
を

も
ち
、
そ
れ
が
福
州
開
元
寺
版
音
釈
の
原
型
で
あ
る
可
能
性
。
⑤
本
文

の
中
で
、
古
写
経
系
と
も
版
本
系
と
も
異
な
る
『
廣
弘
明
集
』
と
の
共

通
点
が
存
在
し
、
正
倉
院
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
可
能
性
。

こ
の
検
討
結
果
か
ら
、
確
証
は
欠
く
も
の
の
、
高
野
山
大
学
本
が
空

海
請
来
本
を
伝
え
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
更

な
る
本
文
の
精
査
と
未
調
査
の
他
の
古
写
本
の
検
証
が
課
題
で
あ
る
。

1　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
之
九
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

一
九
九
八
、
三
九
一
頁
。　

　
　

2　

大
正
五
五
―
一
〇
六
四
上
。　

　
　

 

3　

こ
の
写
本
の
存
在
だ
け
は
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
社
、

一
九
三
三
―
一
九
三
五
）
の
『
弁
正
論
』
の
項
目
で
石
橋
誡
道
が
紹
介
し
て

い
る
。　

　
　

4　
『
密
教
大
辞
典　

縮
刷
版
』
法
藏
館
、
一
九
八
三
。　

　
　

 

5　

寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）「
東
寺
結
縁
灌
頂
所
巻
數
」
と
い
う
史
料
に

「
権
律
師
法
橋
上
人
位
厳
杲
」
と
の
署
名
が
あ
り
、
時
代
的
に
同
一
人
物
で

あ
ろ
う
。『
鎌
倉
遺
文
』
補
遺
編
・
東
寺
文
書
第
一
巻
七
五
頁
、
東
京
堂
出

版
、
二
〇
一
一
。　

　
　

6　

大
正
二
一
―
二
九
三
中
「
若
常
〜
七
分
」、

二
九
三
下
「
誦
一
遍
〜
三
毒
」。　

　
　

7　

な
お
『
弁
正
論
』
と
不
空
や

空
海
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
遠
藤
二
〇
〇
二
を
参
照
。　

　
　

8　

大
正

五
四
―
八
五
九
中
〜
下
。　

　
　

9　

竺
沙
二
〇
〇
〇
。　

　
　

10　

例
え

ば
、
巻
第
四
に
関
し
て
『
慧
琳
音
義
』
掲
出
語
句
数
七
四
の
う
ち
、
五
一
が

福
州
版
音
釈
と
重
複
す
る
。　

　
　

11　
『
大
正
蔵
』
脚
注
に
よ
れ
ば
、
思

渓
版
は
「
餘
諸
信
」
と
あ
る
。

〈
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介
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学
報
』
第
五
十
一
輯
、
二
〇
〇
二

竺
沙
雅
章
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宋
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化
史
研
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「
日
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写
経
『
弁
正
論
』
と
親
鸞
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日
本
古
写
経

研
究
所
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
一
七

山
田
健
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研
究
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題
番
号
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〇
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成
果
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〇
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健
三
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文
化
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』
第
四
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、
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〇
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高
野
山
大
学
図
書
館
に
は
『
弁
正
論
』
の
閲
覧
お
よ
び
利
用
の
許
可
を
頂

い
た
。
奥
書
翻
刻
に
は
川
端
泰
幸
・
大
艸
啓
・
前
島
信
也
の
助
言
を
頂
い

た
。
福
州
開
元
寺
版
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
―
書
誌
書
影
・
全

文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
を
参
照
し
た
。
金
剛
寺
本
、
七
寺
本
巻
第
四
の
閲

覧
に
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
付
属
図
書
館
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
利
用
し
た
。
ま
た
七
寺
本
巻
第
六
・
第
八
、
興
聖
寺
本
、
思
渓
版
巻
第

四
（
岩
屋
寺
蔵
）
の
閲
覧
に
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
日
本
古
写

経
研
究
所
御
当
局
の
格
別
の
御
高
配
を
頂
い
た
。
関
係
各
位
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。
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